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構造ー機能理論の数学的な批判

　担当　長井弘平

2020.7.8

1 証明
理論の対象となるのは、現実的・可能的な社会状態である。社会システムを構成する要素の値
を、変数 xi の値で表現すると、社会状態は xは n個の変数の値によって

x =
(
x1, x2, ・・・, xn

)
(1)

と表すことができる。どのような変数 xi を用いるかは理論上の必要に応じて様々なである。わか
りやすい単純な解釈は変数 xi は、参与している行為者の iの行為選択とみなすことです。この場
合は、社会状態は、参与している行為者 n人の行為者の行為選択の組によって表現される。
社会状態を構成する各変数の変域を、それぞれ X1, X2, · · · , Xn とする。この時、Xi は行為者 i

にとって可能な選択肢の範囲を示す。およそ論理的にありうる社会状態はこれらの変数の直積空間
Xとして得ることができる。

x ∈ X =
n∏

i=1

Xi (2)

この直積空間のことを社会状態空間と呼ぶ。
構造ー機能理論がまさに機能主義的であるのは社会状態を評価するシステムを有しており、しか
もこの延長線上で、社会システムを自己組織システムとして理解されているからである。これを概
念化すると「特定の評価関数によって社会状態を選択していること」それ自身が機能的に評価さ
れ、選択されていると見なさなくてはならない。 機能的であり、かつ自己組織的な社会システム
は、次のような性質を持った、社会状態空間の直積X ×X から評価空間 Yへの評価関数 gを持っ
ていなければならない。
任意の評価関数 f : X → Y に対して、ある a ∈ X を持っていたとき、g(x, a) = f(x)とすること
ができる。ただし、x ∈ X である。評価関数 f はある機能的要件の存在と対応している。もし、自
己組織化を機能主義的に理解しようとすれば、評価関数 fを指定するようなメタ評価関数を見出さ
なければならない。関数 gはそのメタ関数であり、[任意の評価関数 fに関して、それが社会状態 x

を選択している/選択していない」を選択している。注意すべきは評価関数 f自身がシステムの内
的 aな状態に「翻訳」されている。さもなければ、fが gが表現する評価の対象となり得ない。
しかし、以上のような万能な評価関数 gが、システムに対して存在していると仮定するとここか
ら論理的な矛盾が導かれてしまう。背理法を用いて証明を行う。もし、関数 g が存在していると
き、任意の関数 u : Y → Y に対して、不動点 x0 が存在することを証明する。

u(x0) = x0 (x ∈ Y ) (3)

1



システムの内部状態を表現する要素 x(∈ X)は全体として可算個なので、それぞれの xに一個の
自然数を割り当てることができる、その値を g(x, a)に代入したものを次のように並べる。





g(0, 0) g(1, 0) · · · g(k, 0) · · ·
g(0, 1) g(1, 1) · · · g(k, 1) · · ·
g(0, 2) g(1, 2) · · · g(k, 2) · · ·

... · · ·
...

g(0, k) g(1, k) · · · g(k, k) · · ·




(4)

以上から対角線要素を取り出す。
g(0, 0) g(1, 1) · · · g(k, k) · · ·
いま任意の関数 u : Y → Y で与えられたとして、u(g(k, k)) (k = 0, 1, 2 · · · )ははある評価関数 f

によって
u(g(k, k)) = f(k) (k = 0, 1, 2 · · · ) (5)

と表される。ところで、
f(x) = g(x, a) (6)

だから、
u(g(k, k) = g(k, a) (7)

k = aとすれば、
u(g(a, a) = g(a, a) (8)

x0 = g(a, a)とおけば、これが関数 uの不動点である。
従って、メタ関数 gが存在する時は、評価空間 Yから Xへの任意の関数 uに不動点が存在しな
ければならないが、不動点を持たない関数 uを簡単に作ることができる。uを２値的にできるとす
る。(Y = 0, 1)

u(0) = 1, u(1) = 0 (9)

のような関数 uは不動点を持たない。従って、評価関数自体を評価するメタ関数 gは存在しない。
つまり、社会システムの自己組織的な挙動を、機能的に証明することはできない。社会システムが
機能的要件を持っているように見えるのは機能主義的な説明の射程の外にある。
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